






研究目的

乳幼児期の難治性肝疾患,とくに先天性胆道閉鎖症,新生児肝炎,特発性総胆拡

張症などは未だその病因が明らかでなく,その早期診断法,治療方針についても

問題が多い。更にこれら疾患の診断基準も従来明確でなかった。そこで先ず適

切な診断基準を検討し,設定すると共に,これら疾患の病因と病態を明確化し診

断と治療の為の基礎を確立することを目標とした。


